




要約:15 名の standard risk ALL と 6 名の high risk ALL の長期生存例に対し、グルカゴ

ン負荷試験によリ、GH 分泌能を検査し頭部x線照射(CI)化学療法等の、成長ホルモン分泌

への影響を検討した。CI を施行していない standard risk 群でも、6名に無反応や低反応

を示した。そのうち骨年齢の遅れが 2名に認められた。成長ホルモン分泌能は、従来指摘

されていた頭蓋放射線照射のみでなく、化学療法によっても影響を受けると考えられた。 


